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海野圭介 （国文学研究資料館 教授）

安住院・善通寺等蔵『新浜木綿和歌集』断簡について
　―撰者良宋の伝、熊野社・『浜木綿和歌集』との関係など―
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山﨑淳 （武庫川女子大学 教授）

安住院蔵『西行物語絵巻』について
　―その本文と絵と独自異文をめぐって―
安住院蔵『西行物語絵巻』について
　―その本文と絵と独自異文をめぐって―

小林理正 （大阪大学大学院 博士後期課程）

安住院蔵『古今集』・『拾遺集』・『和漢朗詠集』・
　『原中最秘抄』断簡から見えてくるもの
安住院蔵『古今集』・『拾遺集』・『和漢朗詠集』・
　『原中最秘抄』断簡から見えてくるもの

松本大 （関西大学 准教授）
安住院蔵『源氏物語』断簡をめぐって安住院蔵『源氏物語』断簡をめぐって

司会   落合博志 （国文学研究資料館 教授）

趣旨説明   中山一麿 （大阪大学 招へい研究員）
開会の辞   滝川幸司 （大阪大学 教授）

研究報告研究報告

　寺院経蔵にはその寺院の歴史と共に綿々と蓄積されてきた古典籍群が
収蔵されている。その多くは僧の修学に資する内典で占められるが、一部
はおよそ仏道修行とは無縁と思しい古典籍が含まれることも珍しくは無
い。今回取り上げる瓶井山禅光寺安住院は、所謂聖教類が多く残る一方
で、歌集・物語・古写経などの古筆切・断簡資料が収蔵されている。これら
は一地方寺院の収蔵物としては質・量ともに想定を超えるものであり、そ
の流入経路の解明は、古典籍の享受史や分布図に新たな視点を加える可
能性があろう。
　今回の研究会では、まずはこれまで各界に知られること無く経蔵内に埋
もれていた歌集・物語・古写経などから、研究資料として高い価値を有す
るものを中心に報告する。

（上限100名）
大阪大学 豊中キャンパス + ZOOMによるオンライン視聴会場会場
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　瓶井山禅光寺安住院と五岳山善通寺には、後醍醐天皇を伝称筆者とする軸装の古筆断簡が伝わっている。前
者は幕末に施入されたもので、後者もやはりそれに近しい時期の施入のように思われる。両寺の修学の歴史を
伝える資料ではないが、書写された内容は散佚歌集の『新浜木綿和歌集』で、和歌史研究の上では重要な資料で
あり、また、宗教者と和歌文芸の関わりを考える上でも興味深い作品と言える。公共機関や美術館等の所蔵では
なく、目に触れる機会も多くはないと思われるため、他に確認できた個人蔵断簡一葉と併せて、書写内容の検討
を行い、併せて古筆切の検討から見えてくる、撰者の伝記的側面、奉納先や先行する歌集との関係といった『新浜
木綿集』をめぐる基礎的な事柄についても改めて考えてみたい。

海野圭介 （国文学研究資料館 教授）

安住院・善通寺等蔵『新浜木綿和歌集』断簡について
　　―撰者良宋の伝、熊野社・『浜木綿和歌集』との関係など―

　瓶井山禅光寺安住院には『西行物語絵巻』が蔵されている。中世制作とおぼしい点、寺院所蔵の報告が少ない
『西行物語』では珍しい存在である点など、安住院所蔵文献の中で目を引くものと言える。
　もっとも本絵巻は完本ではない。残念ながら現存するのは物語の後半部分であり、さらに脱落･錯簡もある。し
かしながら、Ｃ類（采女本系）伝本の報告が多い『西行物語絵巻』において、本絵巻がＡ類（略本系）に属すること
は、『西行物語』の本文や絵を考えるに当たり、有益な情報を提供してくれることを期待させる。まずは丁寧に本文
や絵を分析することが求められるだろう。
　本発表では、本文がＡ類の中でどのように位置付けられるのか、絵からどういうことが読み取れるのか、そし
て、他の『西行物語』に見られない特徴は存在するのか、といった点を検証する。

山﨑淳 （武庫川女子大学 教授）
安住院蔵『西行物語絵巻』について―その本文と絵と独自異文をめぐって―

　瓶井山禅光寺安住院にはさまざまな歌集・物語・古写経の古筆切・断簡が伝わっており、今回注目する『古今
集』・『拾遺集』・『和漢朗詠集』・『原中最秘抄』もその中の一部である。各断簡の伝称筆者は、『古今集』が大覚寺義
俊、『拾遺集』が鷹司基忠とするが、そのほか二点には極書・極札がなく、詳らかでない。とはいえ、これら四断簡
は、それぞれ書写形態・本文異同・ツレ本との関係、という点において整理・検討すべき問題を有しており、研究史
上、価値ある資料といえる。本報告では、和歌および詞書の書写形態、本文揺動の有り様、ツレ本の実見調査とい
う視座からから見えてくるものについて考えてみたい。

小林理正 （大阪大学大学院 博士後期課程）
安住院蔵『古今集』・『拾遺集』・『和漢朗詠集』・『原中最秘抄』断簡から見えてくるもの

　瓶井山禅光寺安住院には、鎌倉期の書写と思しき、二種の『源氏物語』断簡（夕顔巻・東屋巻）が蔵されている。
夕顔巻は全体の5分の1程度が残り、本文系統としては別本と認められる。東屋巻は墨付3丁を残すのみであり、定
家本系統の本文を見せる。両本は、必ずしも十分な残存状況とは言えないものの、ともに完本であった頃の姿を
窺い知ることが出来る点で、他の『源氏物語』断簡資料とは一線を画す存在である。これまで当該本については、
大山仁快氏による報告があるのみで、詳細な分析は施されて来なかった。そこで今回の発表では、両本の性格を
明らかにした上で、現存諸本における両本の位置付けを示すことする。

松本大 （関西大学 准教授）
安住院蔵『源氏物語』断簡をめぐって

　大阪大学古代中世文学研究会は、古代・中世文学を研究対象とする大阪大学大学院の院生・修了生を中心に
独自の研究活動を行う場として、伊井春樹先生（現大阪大学名誉教授）によって1984年に設立された。会誌『詞
林』の刊行、月例の研究発表会を中心として活動している。今回、中山一麿氏の寺院資料調査研究報告との合同
特別例会を開催する運びとなった。中山氏を含め発表者は本研究会の会員で、その縁もあり合同開催に至った
のである。安住院に所蔵される、多様な資料を用いた報告は、本会員を始め多くの方々に刺激的であり且つ有益
であると確信している。

滝川幸司 （大阪大学 教授）
合同特別例会開催の経緯について
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